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呼吸器疾患患者尿中エイコサノイドの一斉測定 
 
担当責任者 清 水 孝 雄 国立国際医療研究センター研究所 所長・理事・プロジェクト長 
 

研究要旨： 
我々の役割はアスピリン喘息を中心に呼吸器疾患患者の尿中エイコサノイドの測定である。既

に、１５０分子種程度のエイコサノイドを一斉に測定できる実験系を立ち上げた。抽出したエイ

コサノイド群を液体クロマトグラフィー・質量分析計で一斉に測定する。これで、予測範囲外の

エイコサノイドも測定できるため、疾患解明や新規バイオマーカー探索から、新規治療方法開発

の基礎データになると思われる。 

 
Ａ．研究目的 

アスピリン喘息を中心に原因や治療方法未解

決の呼吸器疾患解明、治療に向けてバイオマー

カー探索を目的としている。尿中脂質（エイコ

サノイド）をターゲットとしている。 

 

 

Ｂ．研究方法 

尿検体からエイコサノイドを抽出し、

Shimadzu LCMS-8050で測定することを目標

に、測定系を確立した。 

 

（倫理面への配慮） 

ヒト検体を扱うため、  国立国際医療研究セン

ター倫理委員会に申請予定である。 

 

 

Ｃ．研究結果 

Shimadzu LCMS-8040 (8050 の前機種)を用

いて１５０種程度のエイコサノイドを一斉に

測定できる系を立ち上げた。 

 

 

Ｄ．考察 

確立した測定系で短時間に１５０種程度測定

できるようになった。コンピューター解析のス

ピードが課題となる。 

Ｅ．結論 

確立した測定系で、次年度への準備を行えた。

実際に検体を測定し、進められる段階にきた。 
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なし 
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